
ゆ く 年 に し て も 、 く る 年 に し て も 。

初めのように、そして今も。あなたの主が来られる！

主任司祭　ジャック・グルニエ

   中和田カトリック教会
  広報委員会発行

      泉区中田北 1 丁目 9-1
        Tel. (045) 803-6141

http://www.paw.hi-ho.ne.jp/nakawadacatholic/

      平成 17 年 1 月 9 日

 1 月の予定

委員会          1 月   9 日

壮年会、婦人会     1 月 16 日
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広報  なかわだ

新しい年を迎えた気分はどうでしょうか。クリスマスの翌日でしたね。スマトラ地震、大規模津波
が起きたのは。私と同じように新しい年を迎えるはずの、身近に感じるようになった人々が、大声で
叫びながら恐怖に包まれた場面を見ました。とにかく普段とはちょっと違う気分で 2005 年を迎えま
した。

そうです、遠くにいる数万人の方々とのつながりに新たに気がついた上で、年を明けることができ
ました。この 100 年間では世界で 4 番目、阪神大震災の 360 倍の規模だったそうです。折角の大規模
支援活動ですが、根本的には、皆が相互依存性を大いに生かし合いながら、共にこの地球を立派に住
めるようにしていきたいものと心の底から思っています。そればかりか、いのちである方、ともにい
てくださる神ご自身も、そういった絆を勧めて、同じ世に住まわれることもあるのではないでしょう
か。

主イエスのご降誕によっていのちが現れたこの世界での相応しい生き方について、教皇が元旦メッ
セージの中で次のように発言されています。「個人は、その社会性を考慮することなしに完成を見い
だすことができません。そして、人は他者と『ともに』他者の『ために』存在するのです。共通善は
人と密接にかかわっています。それは、家族やグループ、組合団体、都市や地方、諸民族や諸国の共
同体など、個人のもつ社会性のあらゆる面と緊密に関係しているのです。あたかも自分自身のもので
あるかのように、だれかの善に絶えず心を向けて、一人ひとりは、何らかの仕方でこの共通善のため
に働くよう呼びかけられているのです。全人類が、同じ源と同じ至高なる神によって一つに結ばれて
いるので、一人ひとりが人類家族の一員とされます。人種差別への非難、少数民族の保護、追放され
た人びとと難民たちへの救援対策、そしてすべての困窮している人びとに向けられた国際的な連帯の
動きは、世界市民という考え方の原則と矛盾することなく、適応したものなのです。」

神さまとは諸々の『瞬時』スペースを満たす働きです。わたしたちはその神さまの働きの瞬くとこ
ろを見たいと思ったならば、次の努力が必要ではないかと思われます。すなわち、それはわたしたち
が互いに補い合いながら、また場合によっては交代して、すべてに目を見張っていくことだと思いま
す。そこで、聖マリアに倣って、心の中に、ある時に起き上がった神さまよりの瞬きを観想すれば、
お見事。

いのちの与え主ご自身が、人類家族へ、神自身の名前を加えてくださいました！

したがって、皆さん、今年こそ、あけましておめでとうございます。
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＜ 12 月 5 日 ( 日 )  10 名出席 ＞
1. 行事関係

①降誕祭
ミサ : 12 月 24 日　20 時から

  12 月 25 日　10 時から
24 日ミサ後のお祝いは、新集会室においてティーパー

ティー形式で行なう。( アルコール類はなし )
コーヒー、紅茶はヨゼフ会が担当。
子ども向けのケーキは、従来どおりヨゼフ会が用意。

②新年ミサと賀詞交換会
1 月 1 日　10 時からミサ、その後賀詞交換会。

2. バザー関連
①反省事項
後片付け、倉庫の使い方に検討の余地あり。
お手伝いの人数が少なく負担が大きかった。若い世

代の参加を期待したい。
ガスの使用に当り、前もっての点火の確認が必要。

②収益報告
純収益額 :   612,846 円

③収益金の処理
建設献金へ   562,846 円
外部寄付金　泉区社会福祉協議会へ 30,000 円、横浜

教区婦人同志会へ 20,000 円 ( 高齢司祭のために )

3. 教会建物修繕関連
12 月末での献金額は約 400 万円くらいとなる見通し。
修理については、福島副委員長を中心に検討。

4. 中越地震災害見舞金について
集まった支援金は 92,861 円
「愛の献金」から補充して 10 万円にして送金する。

5. 2005 年度信徒総会関連
1 月 30 日 ( 日 ) ミサ後開催の予定。
総会資料、審議内容等について検討。
「教会委員会委員の選出」について検討。

⇒公示 : 12 月 12 日   立候補受付締め切り : 12 月 26 日
立候補者名公示 : 1 月 16 日

6. 聖公会 ・ 聖クリストファー教会との合同祈祷集会
開催日 :1 月 16 日 ( 日 ) 中和田教会にて。
午後 2 時～ 2 時 45 分　祈祷会

午後 3 時から交流茶話会
7. 一粒会報告　　
2004 年 1 月～ 11 月までの累計額 : 339,664 円

8. グループ運営に関する話し合い
各委員会委員は各々“運営マニュアル”を作成、信

徒の理解を得たうえで参画を呼びかける。

＜ 12 月 19 日 ( 日 )　37 名出席 ＞
1. はじめの祈り、病者のための祈り
2. 委員会報告
3. 第 5 地区福音宣教委員会報告
4. 聖クリストファー教会との合同祈祷集会報告
5. 2005 年度の婦人会役員が決まりました。

会  長 : 岩渕 洋子さん     (B 地区 )
副会長 : 楠田 恵美子さん (D 地区 )
書  記 : 中谷 田鶴さん　(B 地区 )
会  計 : 石井 洋子さん　(C 地区 )
以上のみなさんです。よろしくお願いいたします。

6. クリスマスパーティについて
ティーパーティで、新集会室で行います

7. グループ形成について
各委員中心に運営マニュアルを作成し、それぞれで
募集を出すとのことです。

8. 話し合い
神父様と神学生伊藤さんへクリスマスプレゼントを

さしあげます。
婦人会総会 ・ 新年会は 1 月 16 日 ( 日 ) に行ないます。

ただし、当日は合同祈祷会が行われるため、準備の
都合上、会場は新集会室ですることになりました。
今年度特別会計からの寄付は、以下へさしあげるこ

とになりました。
①フマニタス (1 万円 )　②横浜いのちの電話 (1 万円 )
③カリタスジャパン (2 万円 )
「マリア会」について

1 月の信徒総会後正式に「婦人会」は「マリア会」( 成
人女子の信徒 ) となりますが、いろいろ話し合いの結
果、考えなければならない問題も多く、結論は出さず、
引続き検討していくことになりました。

9. お知らせ
次年度役員から

新年会申し込み、掃除当番表にご記入ください。
【次回は総会・新年会 (1 月 16 日ミサ後 )。1 月の聖堂の

掃除用具当番と新年会のお茶当番は B 地区です】

 ＜ 12 月 19 日 ( 日 )  10 名出席 ＞
1. 12/24 ご降誕ミサ後のパーティ段取り
今年は、ティーパーティ ( サロンの拡大 ) の形で行な

い、コーヒー、紅茶はヨゼフ会担当。
子ども向けケーキ ( カード付 ) は従来通りヨゼフ会が

準備
2. 元旦ミサ後の新年賀詞交歓の段取り
例年通り、ワイン、日本酒、乾き物で簡素に。

3. ヨゼフ会の総会・新年会 (1/16)
今年は 14:00 ～ 14:50 に聖クリストファー教会との合

同祈祷会 ( 於中和田教会 ) が予定されていることより、
下記段取りで進める。
・   9:00 ～ :　ミサ
・ 10:30 ～ :　ヨゼフ会総会 ( 於集会室 )
・ 12:00 ～ :　ヨゼフ会新年会 ;　集会室にて弁当を準

備し、昼食会形式で行う
・ 14:00 ～ :　合同祈祷会
・ 15:00 ～ :　聖クリストファー教会の方々との簡単な

茶話会
4. 信徒総会関連
開催日は 1 月 30 日 ( 公示は 1 月 9 日 )、委員の公募

については既に掲示済み。
5. 教会修繕関連
教区からの借入れはもはや出来ない状況
バザー収益、特別献金、建設献金を全部合わせて、

12 月末時点の見込みは約 400 万円。
これで、なんとかやるべく営繕担当の福島委員を中

心に検討していく。
6. ヨゼフ会運営規定見直し ( 山田さん )
審議の結果、数箇所の字句を修正したが、これにて

確定して発効する。
7. ヨゼフ会の 2005 年度役員について
現役員体制で 2005 年度もやっていく旨了承された。

　但し役員増員などについては検討継続。
8. 2005 年 1 ～ 3 月のヨゼフ会当番表確認

委員会だより
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2005 年・キリスト教一致祈祷週間

(2005 年 1 月 18 日～ 25 日 )

布教委員　竹 内  広 治

2005 年・キリスト教一致祈祷週間 (2005 年 1 月 18 日～ 25 日 ) にあたり、下記の通り「合同祈祷集会」
を行ないます。

教会の土台であるキリスト  （コリント  3 : 1 -23 )

日本キリスト教協議会    カトリック中央協議会

「すべての人をひとつにしてください」という最後の晩餐でのイエスの祈りに耳を傾ける私たちはま
た、折にふれて目に見える一致を示すように求められています。

それは、共に祈り、支え合うことによって、神がすべての人の救いのためにイエスを遣わしたこと
を「世が信じる」ためです。( ヨハネ 17:21 ～ 23)

キリスト教諸教会の間で毎年 1 月 18 日～ 25 日に定められている「一致祈祷週間」は、このことを
強く意識することができる良い機会です。

当日の合同礼拝についての細目が決まりましたので、ご覧ください。

・ 入祭　典礼聖歌 (396)「すくいの道を」   ・ 開祭　招きのことば

・ 第 1 朗読　聖公会信徒       ・ 答唱詩編　典礼聖歌 (123)「主は我らの牧者」

・ 第 2 朗読　カトリック信徒      ・ アレルヤ唱

・ 福音書　カトリック司祭      ・ 説教　聖公会司祭

・ 香りの祭儀          ・ 洗礼の約束の更新

・ 信仰宣言 ( ニケア・コンスタンチノープル )

・ 献金　典礼聖歌 ((391)「ごらんよ空の鳥」

・ 共同祈願           ・ 平和のあいさつ

・ 主の祈り           ・ 結びの祈り

・ 閉祭　典礼聖歌 (410)「よろこび歌えアレルヤ」

＊合同祈祷集会終了後、新集会室で、交わりの歓迎茶話会を開催いたします。

およそ 3 時頃から始めたいと思います。よろしくお願いいたします。

月/日 第一朗読者 第二朗読者 共同祈願 奉   納 オルガン 侍   者 先唱者 準備係

1 /  2 小  谷 森  田 小  谷 小  谷 ・ 宮 崎 (ヒ) 保  科 下迫 (佳)・石井 (大) 竹  内 花坂 ・ 大原
1 /  9 岩  渕 石原(知)・石井 (麻) 小野寺 井上 ・ 大宮
1 /16 大  宮 小 山 (恭) 小 野 (和) 清  水 森  田 石 崎 ・ 内 田 束  原 中谷 ・ 青柳
1 /23 上  野 石 井 (洋) 七  浦 保  科 石井(拓)・永 田 福  島 丸田 ・ 下村
1 /30 清  水 岩 崎 (好) 石 井(悠)・ 町  田 岩  渕 美底(夏)・石井 (麻) 萩  原 松下 ・ 松尾(し)

2 /  6 宮  崎 阿 部 (映) 宮  崎 宮  崎 ・ 松尾 (秀) 森  田 大  宮 花坂・大原
2 /13 保  科 冨  田 井上 ・ 大宮
2 /20 森  田 花 坂 (昌) 岩  崎 (好) 森  田 ・ 松 尾 (し) 岩  渕 清  水 中谷 ・ 青柳
2 /27 森 脇 (信) 阿 部 (寿) 森 脇 (信)・ 森  脇 ・ 宮 崎 (ヒ) 森  田 竹  内 丸田 ・ 下村

ミ  サ  当  番  表       (2005 年１～２月 )

お 知 ら せ

① 受  洗         11 月 17 日

ヨセフ ・マキシミリアノ・コルベ　一法師　博様

② 2005 年度信徒総会         1 月 30 日 ( 日 ) ミサ後

③ 灰の水曜日        2 月 9 日 ( 水 )

カトリック中和田教会

横浜聖クリストファー 教会 (聖公会)

合同祈祷集会

日時 :   2005 年 1 月 16 日 (日)         午後 2 時より　  於 中和田教会


